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様式 1 

立体構造や柔軟材料への微細加工・実装と他分野連携による 

オートメーションの実現とその応用に関する調査専門委員会 

設置趣意書 

 

マイクロマシン・センサシステム技術委員会 

１．目的 

 本調査専門委員会は、計測（センサ）と働きかけ（アクチュエータ）を連携させた未来社会を見据え、

多数のセンサおよびアクチュエータを連携させるための、実装技術、連携に有効なデータ取得手法、医療、

ヘルスケア、農学研究分野などのライフサイエンス応用分野を含む異分野融合による開発の有効事例につ

いて調査研究を行うことを目的とする。 

 近年、センサの IoT化が進み様々なセンサ情報をクラウド上で管理することが可能となりつつある。内

閣府により提唱された未来社会の姿である Society 5.0では、これらの情報を AIにより集約し取捨選択

することで、必要な情報に瞬時にたどり着けることを目指しており、多くの研究者・技術者がこの実現に

向けて開発を進めている。このような社会が実現した先の社会では、生産年齢人口の減少などに伴い、情

報の収集・分析後に適切な情報を提示するだけでなく、対象に対して何らかの働きかけを行うことにより、

人の手を介さずに管理を行えるシステムが求められると予想される。この場合、多数のセンサデータを連

携し、さらに働きかけを行うアクチュエータの連携も求められる。 

 このような社会の実現に向けて必要な技術として、(1)多数のセンサやアクチュエータを対象にフィッ

トした形で装着するために、立体構造やフレキシブル、ストレッチャブルな材料への実装を行うこと、(2)

各センサデータの連携が容易で働きかけを行うアクチュエータへのトリガとの連携も容易となるようなセ

ンシング方式を用いること、などが求められる。センサやアクチュエータ、それらを連携するための IoT

技術やAI技術、およびその適用分野すべてを一貫して研究開発することは難しく、より高度な社会の実現

にはそれぞれの専門家が連携し開発を行うことが必要である。これらの技術は各専門家により日々発展を

遂げているが、各専門家同士の連携については十分に行われておらず、各学術集会などで議論されている

のが現状である。特に、少子高齢化に伴い需要が高まると予想される医療・ヘルスケアおよび働き手の減

少が問題となりつつある農学などのライフサイエンス分野において、このようなセンサやアクチュエータ

を連携したシステムの開発事例は少ない。 

 以上のように、多数のセンサ・アクチュエータを装着しやすくするための実装技術、データ連携の手法、

応用分野も含めた有効的な異分野融合を行うための取組みや仕組みについて調査することで、いち早くセ

ンサおよびアクチュエータを連携させた未来社会の実現のための技術的飛躍が期待できることから、「立

体構造や柔軟材料への微細加工・実装と他分野連携によるオートメーションの実現とその応用に関する調

査専門委員会」の設置を要望する次第である。 

 

２．背景および内外機関における調査活動 

 IoTやAI技術の発展に伴い、センサデータの利活用に関する事例が増えつつある。また、内閣府が見据

える次世代社会 Society 5.0の実現を目指し、様々な分野でデータの収集・分析・活用の取り組みが行わ

れている。電気学会E部門においても、スマートセンシング、Society 5.0などをテーマに様々な調査専

門委員会が設置され調査活動が行われている。センシング技術は、対象に触れることなくセンシングを行

うリモートセンシングと対象の近くにセンサを設置して直接的に計測を行うスマートセンシングに分類で



 

   

きるが、特に個体差の大きいライフサイエンス分野においては、直接的に個々の状態を把握し適

切な対処を行うスマートセンシングが望ましい。しかし、多数のセンサを装着するためには柔軟

材料などに実装することで装着をしやすくしたり、日常生活で使用するデバイス等の立体構造上

に実装することで、装着をしやすくするなどの工夫が必要となる。また、各センサの測定データ

の時空間情報が揃っていないとデータ解析が難しいため、それぞれのデバイスが連携し、応用先

に合わせた適切なセンシングを行うことが必要となる。 

 現在、多くの取り組みが行われている多数のセンサデータの解析と AI 等による適切なデータ

提示の先には、そのセンシングデータを元に、働きかけを行い人の手を介さない状態管理が期待

できる。工業分野においては、スマート工場などセンシングデータに基づいて品質管理を行った

り、自立ロボットなどカメラやマイクによる周囲の状況に合わせて行動したり、LiDAR や赤外線

センサ、カメラ等の情報から自動運転を行ったりと、センシングデータを元に働きかけを行う事

例も実現されつつある。一方で、医療・ヘルスケア・農業などのライフサイエンス分野において

は、あまり開発が進んでおらず、CGMS（持続血糖計測）のデータを元に自動でインスリン投与を

行う人工すい臓以外は実現している例が少ない。これらの技術課題の明確化と、有効な仕組みに

ついて検討することで、本国の国際的競争力の向上や開発基盤の確立、さらにはMEMS産業の活性

化につながると期待される。

 

 

３．調査検討事項

 

①

 

多数のセンサ・アクチュエータを装着するための立体構造や柔軟材料への微細加工・実装
技術

 

②

 

多数のセンサ・アクチュエータの連携に有効なデータ取得手法

 

③

 

異分野融合による開発の有効事例や適切な仕組み

 

④

 

未来の社会で求められるセンサ・アクチュエータ技術やその応用分野

 

 

４．予想される効果

 

 

立体構造や柔軟材料への微細加工、実装技術に関する要素技術、センサ・アクチュエータ連携

の有効事例やその仕組みについて調査し把握することで、MEMSデバイスの新たな応用が期待でき

る。また、センサ・アクチュエータの連携や異分野融合の取組や仕組みは、ライフサイエンス分

野やその他分野でも応用出来ることが見込まれ、産業界のMEMSデバイス応用の推進と活性化に大

いに寄与できる。

 

 

５．調査期間

 

   

２０２４年（令和６年）９月～２０２７（令和９年）８月

 

 

 

                            

                        

                        

                          

                         

                      

                          

                          

７．活動予定

委員会 ４回／年 見学会 ２回／年

８．報告形態（調査専門委員会は必須）

部門大会や全国大会における企画シンポジウムでの報告、または論文誌の特集号企画などを

もって報告とする。




